
 

 

令和２年度 授業改善推進プラン 大田区立馬込中学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「経年比較」について 

 

 授業改善推進プランでは、同一学年の「経年比較」を大切にしています。 

 中学校に入学した生徒たちの学力が、学年をあがるにしたがってどう推移したかを見る

ことで、改善の方策が妥当であるかどうかを判断するためです。 

  

また、授業改善推進プランでは、「平均点」を経年比較するのではなく、「達成率（＝目

標値を達成した生徒の割合）」を経年比較しています。 

 

 東京都教育委員会の「学力・学習状況調査結果分析」では、平均点ではなく、達成率の

上昇が重要であるとされています。 

 熱心に学習に取り組む中学生が多くいる一方、学習に意欲を持てない中学生も少なくな

いという、「二極分化」の傾向が課題となっているからです。 

 馬込中学校でも、学力の「二極分化」を起こさないよう、１人でも多くの生徒が意欲的

に学習に取り組めるよう、授業改善に努めます。 

 

大田区では、経年比較のみ具体的な数値を記載します。（「昨年度から５％上昇している」

など。）達成率や平均点自体は、文章表記となります。 

〇達成率：「非常に高い」「高い」「標準」「低い」「非常に低い」の５段階 

〇平均点（観点別）：「大きく上回っている」「上回っている」「標準」「下回っている」 

「大きく下回っている」の５段階 



 

 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１） 成果 

・文章について話し合い活動をしたり、小作文に取り組んだりすることで、自分の考えを深め、

わかりやすく表現する方法を知ることができた。 

 

（２） 課題 

・相手の話を聞き、それに対してわかりやすく意見を述べることに課題が見られる。 

・具体例と意見を関連させて説得力のある文章を書くことに課題が見られる。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成３０年度結果 

第１学年 高い。   

第２学年 
高い。昨年度から 

９．６％上昇している。 

標準。  

第３学年 
非常に高い。昨年度から 

３４．６％上昇している。 

標準。昨年度から 

７．８％減少している。 

標準。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 言語知識・理解 

目標値を上回っ

ている。 

標準。 目標値を大きく

上回っている。 

目標値を大きく

上回っている。 

目標値を上回っ

ている。 

 

② 第２学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 言語知識・理解 

目標値を上回っ

ている。 

目標値を上回っ

ている。 

目標値を上回っ

ている。 

目標値を上回っ

ている。 

目標値を下回っ

ている。 

 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 言語知識・理解 

目標値を大きく

上回っている。 

目標値を大きく

上回っている。 

目標値を上回っ

ている。 

目標値を大きく

上回っている。 

目標値を上回っ

ている。 

 

国語科 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 言語知識・理解 

普段の授業で自

ら参加できるよ

う個別に指導す

る。 

 

話を理解しなが

ら聞くために、目

的をもって聞く

姿勢を身に着け

させる。 

正確に文章を書

くことができる

ように、感想や小

作文の実施を継

続する。 

文章の構成や展

開を捉えること

に課題が見える

ので、重点的に指

導を行う。 

 

字形を意識して

文字を書くこと

に課題があるの

で、基礎の反復学

習を行う。 

 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 言語知識・理解 

自ら参加できる

ように、発表場面

を工夫して設定

し、個別に指導す

る。 

話を正確に聞く

ために、メモをと

りながら聞く姿

勢を身に着けさ

せる。 

小作文を実施し、

３段落構成で文

章を書く方法を

身に付ける。 

文章の構成や展

開を捉えること

に課題が見られ

るため、重点的に

指導を行う。 

小学校までの漢

字を書くことに

課題があるため、

小テストを継続

して実施する。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 言語知識・理解 

おおむね良好で

ある。関心を高め

るため、自分自身

と題材を結び付

けて考えられる

ように指導する。 

良好である。引き

続き聞き取った

内容から、自分の

考えを説明でき

るように話し合

い活動等を行う。 

３段落構成で文

章が作成できる

よう、小作文を継

続して実施する。

文章の推敲に取

り組む。 

良好であり、今後

も継続できるよ

う取り組む。 

小学校までの漢

字を書くことに

課題があるため、

小テストを継続

して実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１） 成果 

・全観点で目標値を上回ることができた。 

 

（２） 課題 

・第１学年は「百分率」に課題がある。 

・第２、３学年は特定分野の課題は見られないが、引き続きわかりやすい授業の構築に努める。 

  

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成３０年度結果 

第１学年 高い。   

第２学年 
高い。昨年度から 

１７．３％上昇した。 

標準。  

第３学年 
非常に高い。昨年度から 

１２．７％上昇した。 

高い。昨年度から 

５．８％上昇した。 

高い。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

目標値を上回ってい

る。 

目標値を上回ってい

る。 

目標値を上回ってい

る。 

標準 

 

② 第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

目標値を上回ってい

る。 

目標値を上回ってい

る。 

目標値を大きく上回

っている。 

目標値を上回ってい

る。 

 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

目標値を大きく上回

っている。 

目標値を大きく上回

っている。 

目標値を大きく上回

っている。 

目標値を大きく上回

っている。 

 

 

数学科 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ICT などを活用した導

入の工夫を続けてい

く。 

３学年時の領域を横

断した複合問題に課

題が出る恐れがある

ため、良質な問題提供

を心掛ける。 

効果的な問題演習を

提供し、効率的な技能

の習得に努める。 

数学的定義をはっき

りと理解させる。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ICT などを活用した導

入の工夫を続けてい

く。 

３学年時の領域を横

断した複合問題に課

題が出る恐れがある

ため、良質な問題提供

を心掛ける。 

効果的な問題演習を

提供し、効率的な技能

の習得に努める。 

数学的定義をはっき

りと理解させる。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

良好である。発展的問

題に取り組もうとす

る意欲を高める。 

領域を横断する複合

問題についての思考

を高められるように、

良質な問題・課題を提

供し、試行する機会を

与える。 

良好である。これから

も定期的な単元テス

トなど取り組んでい

く。 

良好である。これから

も数学的表現の定義

の定着に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１） 成果 

・生徒が積極的に取り組むことができる学習形態を工夫し、関心意欲を高めることができた。 

・ペアワークやグループワークを通して、表現の能力を高めることができた。 

・各単元終了後に単元テストを実施し、基礎的な知識を身につけさせることができた。 

 

（２） 課題 

・単元テスト等を活用して基礎的な知識を定着させ、その知識を自己表現力へと結びつける。 

・授業の中で英作文や発表といった自ら表現する活動を取り入れ、さらなる応用力を養う。 

・長文の内容を理解する力を培うために、音読練習やワークシートを活用していく。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成３０年度結果 

第２学年 高い。   

第３学年 
非常に高い。昨年度から 

２５．３％上昇した。 

高い。  

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

４月実施のため、１年英語は実施していない。 

 

② 第２学年 

関心・意欲・態度 外国語表現の能力 外国語理解の能力 知識・理解 

目標値を上回ってい

る。 

目標値を上回ってい

る。 

目標値を上回ってい

る。 

目標値を上回ってい

る。 

 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 外国語表現の能力 外国語理解の能力 知識・理解 

目標値を大きく上回

っている。 

目標値を大きく上回

っている。 

目標値を大きく上回

っている。 

目標値を大きく上回

っている。 

 

 

 

英語科 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 外国語表現の能力 外国語理解の能力 知識・理解 

積極的にコミュニケ

ーションを図ろうと

する態度が見られる。

多くの人と会話がで

きるように、ペアワー

クやグループワーク

を取り入れる。 

自己表現能力を高め

るために、書く活動や

発表する場面を多く

取り入れる。 

音読を多く取り入れ、

文字と音の繋がりを

意識する。また、意味

を理解しながら音読

できるように練習を

行う。 

単語の発音と意味の

一致を目標とする。プ

リント等と活用し、文

法の基礎知識の定着

を図る。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 外国語表現の能力 外国語理解の能力 知識・理解 

興味・関心をより高め

られるような授業の

工夫、ペアワークやグ

ループワークを行う。 

 

各単元で学習した文

法を使い、自らの考え

を書く練習を行う。そ

して、その内容を発表

する機会を多く設け

る。 

音読を通して、文字と

音を関連づけていく。

また、プリントを活用

して、長文を理解する

力を高める工夫をす

る。 

各パートが終わるご

とにテストを行い、基

礎知識の定着を図る。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 外国語表現の能力 外国語理解の能力 知識・理解 

興味・関心が強いの

で、その気持ちを高め

られるような教材を

工夫する。 

英語を聞いて答える

力を養う。また、自分

の考えを表現し、発表

する場を増やす。 

長文を理解する力を

養うために、プリント

等を活用しながら内

容理解に努める。 

単元終了後にテスト

を行い、教科書の基礎

的な知識の定着を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１） 成果 

・ＩＣＴを活用し、視覚的・聴覚的教材を工夫して、関心意欲を高めることができたが、地図や

グラフの読み取り、複数資料の活用に課題がある。 

・歴史では文化や政治についての正答率が上がり、流れをつかむ部分で成果が見えた。 

・範囲の中から出題する小テストを実施し、成果が出た生徒が増えてきた。 

（２） 課題 

・小テストに関しては、１・２年生の積み重ねが重要であるので昨年以上に回数を増やし、知識

理解の定着を図る。 

・世界の諸地域や日本のついての産業、貿易について理解や読み取る力に課題が見えたので、図

やグラフ・写真などの資料を使って定着を図る 

・歴史においても資料を読み取る力とそれを表現する力を磨くことが必要であり、授業内で積極

的に資料提示をしていく。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成３０年度結果 

第１学年 標準。   

第２学年 
標準。昨年度から 

３．１％減少した。 

標準。  

第３学年 
高い。昨年度から 

１９．９％上昇した。 

標準。昨年度から 

９．５％減少した。 

高い。 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

標準。 標準。 目標値を上回ってい

る。 

標準。 

② 第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

目標値を上回ってい

る。 

目標値を上回ってい

る。 

標準。 標準。 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

目標値を大きく上回

っている。 

目標値を大きく上回

っている。 

目標値を上回ってい

る。 

目標値を上回ってい

る。 

社会科 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

資料を読み解く部分に

課題が見られたので、

授業中に課題解決学習

を取り入れる回数を増

やす。写真、電子黒板

への投影を活用する。 

資料を読み取り、それ

を示し、考え、表現す

る活動を多く取り入れ

る。 

歴史・地理両方とも複

数の資料を活用し、習

得した知識と結びつ

けられるような問題

を授業内で出題する。 

語句の意味や位置の

理解に課題が見られ

たので、家庭学習を通

じて定着を図る。前時

復習テストの回数を

昨年より増やす。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

良好である。引き続き

電子黒板を活用し、導

入を工夫していく。 

良好であるが、対話的

な活動があまり実践で

きていなかったので、

今後実践していく。 

歴史・地理両方とも複

数の資料を活用し、習

得した知識と結びつ

けられるような問題

を授業内で出題する。 

語句の意味や位置の

理解に課題が見られ

たので、家庭学習を通

じて定着を図る。前時

復習テストを昨年よ

り増やす。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

目標値は上回ってい

るので概ね良好であ

る。ほぼ毎回実施して

いた小テストが要因

と考えられるので、継

続していく。 

目標値は上回ってい

るので概ね良好であ

る。歴史分野では対話

的な学習が少なかっ

たので、公民分野では

回数を増やしていく。 

目標値は上回ってい

るので概ね良好であ

る。資料を読み取る活

動を増やし、自分でま

とめる力を養う。グル

ープで考えを共有す

る活動を増やしてい

く。 

標値は上回っている

ので概ね良好である。

引き続き小テストな

どを行い、定着を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１） 成果 

 ・3年生では、用語テストを行い、基礎事項の定着をはかった。 

・実験や観察をなるべく行い、興味・関心・意欲を高めるよう工夫した。 

（２） 課題 

 ・３年生ではグラフの書き方の定着率が低いので、グラフを書く時にくり返し書き方を確認する。 

  事象や現象がどのようにして起こっているかの理解が低いので、授業で事象や現象がどのよう

にして起こるのかを考えさせたり、説明させたりする場面をつくる。 

 ・２年生では、用語を定着させるために、用語テストを行う。また、既習事項を日常生活と結び

つけて考える力が弱いので、日常生活と結びつけて話をしていく。 

 ・１年生は、これからの中学校の理科学習で、より学習意欲・理解力を高められるようＩＣＴ機

器なども活用しながら、授業の内容や教材の工夫を行う。 

 ・各学年とも教える内容を日常生活に関連させながら、理科を身近なものとしてとらえさせ、主

体的に学習しつつ、より興味・関心を深めさせられるよう授業を進める。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和２年度結果 令和元年度結果 平成３０年度結果 

第１学年 標準。   

第２学年 
標準。昨年度から 

７．１％上昇した。 

標準。  

第３学年 
標準。昨年度から 

１１．１％上昇した。 

標準。昨年度から 

１３．６％減少した。 

標準。 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

標準。 標準。 目標値を上回ってい

る。 

標準。 

② 第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

標準。 標準。 標準。 目標値を下回っている。 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

標準。 標準。 標準。 標準。 

理科 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

・実験の内容や教材を

工夫したり、ＩＣＴ機

器を活用して、身近な

自然現象に関する話

題を題材にしたりす

るなどして中学校の

理科の学習への興味

・関心を高める。 

・科学的な見方や考え

方を養うことができ

るよう考える時間を

大切にする。 

・習ったことを使って

考えることや説明す

る発問や問題を行う。 

・基本的な器具の使い

方や実験の操作を繰

り返したりしながら、

技能の定着を図る。 

・レポートの結果を正

しくかけるようにす

る。 

・用語の定着をはかる

ため、単元ごとに小テ

ストを行う。 

・基礎事項に関しては

、練習問題を通して、

定着を図りたい。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

・身近なことを題材と

して、ＩＣＴ機器も活

用しながら、中学校の

理科の学習への興

味・関心を高める。 

・科学的な見方や考え

方を養うことができ

るように習ったこと

を使って説明する機

械をふやす。 

 

 

・基本的な器具の使い

方や実験の操作のビ

デオを見る。実験がで

きるものは、操作の確

認し正しく行えるよ

うにする。 

・実験に集中させ、安

全面にも気を配るよ

う指導を行う。 

・用語の定着をはかる

ために単元ごとに小

テストを行う。 

・基礎事項について

は、練習問題を通し

て、定着をはかる。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

・ＩＣＴ機器を活用し

たり、身近な話題を題

材にしたりするなど

して学習への興味関

心を高める。 

・３年の内容と関連付

けながら１，２年の内

容を振り返らせ、学習

への意欲を高める。 

・思考を刺激するよう

な発問を工夫し、考え

させる時間を多くと

れるようにして、結果

がなぜそうなったか

などの説明ができる

ようにする。 

 

・基本的な器具の使い

方や実験の操作の再

確認を行い、正しく正

確に実験を行うこと

を定着させる。 

・考えながら集中して

実験を行う姿勢を定

着させ、結果を考察に

結びつけられるよう

にする。 

・３年の学習の内容と

関連させながら、１，

２年の内容も振り返

りながら指導を行う。 

・小テストなどを行

い、繰り返し学習する

機会を多くすること

で、基本的事項の定着

を図る。 

 



 

 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・授業に対する関心・意欲・態度が良好である。 

 

（２） 課題 

 ・表現の創意工夫に関しては、理解したことを演奏に組み入れることが課題である。 

 ・表現の技能に関しては、より豊かな表現力を身につけることが課題である。 

 

２ 授業の状況、定期考査の結果等からの学力分析 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 創意工夫 技能 鑑賞の能力 

聴く（聞く）、書く、

読む、歌う、吹くとい

う流れにのれない生

徒がいる。 

基礎・基本の定着に欠

ける。 

楽曲内容を知識とし

て理解しているが、そ

れを演奏で表現する

ことはまだ十分でな

い。 

歌唱表現に必要な姿

勢、発声等の基本とな

る力が身についてい

ない。器楽で基本運指

ができていない生徒

がいる。 

その曲に対する知

識・理解を深めたい。

ワークシート記入な

どの活動を通して多

様な音楽のよさや美

しさを味わい、幅広く

主体的に鑑賞する能

力を育てたい。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 創意工夫 技能 鑑賞の能力 

基礎・基本の定着に欠

ける。集中して授業に

取り組む姿勢が身に

ついていない生徒が

いる。 

創意工夫のために必

要な知識・理解が乏し

い。 

歌唱表現に必要な姿

勢、発声等の基本とな

る力が身についてい

ない。器楽で基本運指

ができていない生徒

がいる。 

鑑賞曲から何を学び、

何を感じ取るのか。 

注目する点を理解す

るまでに時間がかか

る。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 創意工夫 技能 鑑賞の能力 

どの課題も落ち着い

て、よく取り組んでい

る。 

楽曲内容を知識とし

て理解しているが、そ

れを演奏で表現する

ことはまだ十分でな

い。 

楽曲を正確に演奏し

ようとしているが、豊

かに表現するまでに

は至っていない。 

その曲に対する知

識・理解は全体的に高

い。ワークシート記入

などの活動により成

果が表れている。 

音楽科 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 創意工夫 技能 鑑賞の能力 

・授業内容と目標を明

確に伝える。 

・歌唱、器楽、鑑賞、

提出物に至るまで、ひ

とつひとつ確認しな

がら進めていく。 

・実技表現への苦手意

識をもつ生徒たちへ

の自尊意識を高める

指導をする。 

・歌唱の内容を感じ取

り、表現を工夫して歌

う。 

興味深く体験できる

基礎発声や基礎運指

を毎授業で繰り返し

練習し、基礎・基本の

習得を図る。 

音楽への興味・関心を

高め、音楽によって生

活を明るく豊かなも

のにする態度を育て

る。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 創意工夫 技能 鑑賞の能力 

・集中して授業に取り

組む姿勢が必要であ

る。 

・わかりやすい説明、

ワークシートや視聴

覚機器の活用により

関心を高める。 

多様な音楽表現の豊

かさや美しさを感じ

取り、基礎的な表現の

技能を身につけ、創意

工夫して表現する能

力を育てる。 

器楽の活動を通して、

楽器の特徴をとらえ、

基礎的な奏法を身に

つけて演奏する。 

鑑賞教材は我が国や

郷土の伝統音楽を含

む我が国及び諸外国

の様々な音楽のうち、

指導に適切なものを

扱う。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 創意工夫 技能 鑑賞の能力 

興味深く体験できる

基礎発声や音楽の基

本を毎授業繰り返し、

基礎・基本の習得を図

る。 

歌唱の活動を通して、

歌詞の内容を感じ取

り、表現を工夫して歌

う。 

多様な音楽の良さや

美しさを味わい、幅広

く主体的に鑑賞する

能力を育てる。 

音楽を形作っている

要素や構造と、曲想と

の関わりを感じ取っ

て聴き、音楽で表現す

るなどして、音楽の良

さや美しさを味わわ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１） 成果 

 ・自分や他者の作品のよさを認める力が向上した。 

 ・一生懸命に取り組んだことで基礎的な技能を修得できた。 

 ・美術を愛好する心情がより強くなった。 

 

（２） 課題 

 ・意欲的に取り組む姿勢を全体に定着させる。 

 ・豊かに発想する力を伸ばす。 

 ・根気よく取り組みながら技能を定着させる。 

 

２ 授業の状況、定期考査の結果等からの学力分析 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞 

課題を理解して取り

組めるが、授業規律の

定着には引き続き取

り組む必要がある。 

発想や構想を自由に

楽しみ、表現できる生

徒が多い。 

基礎的な技能に関し

て理解し創作活動の

中で実行できている。 

まだ自他の作品につ

いてのよさを認める

力が弱い。関心をさら

に深めさせたい。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞 

課題を理解し真面目

に取り組む姿勢が備

わっている。落ち着い

て取り組めるように

なった。 

発想や構想で悩む生

徒はいるが、意欲的に

向き合えるようにな

った。 

基礎的な技能を生か

して創作に活用でき

るようになった。 

他者の作品の良さを

認められるようにな

った。自身の作品につ

いても自身をもたせ

たい。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞 

積極的に質問をしな

がら制作し、意欲的に

作品を向上させよう

と取り組む姿勢があ

る。 

発想や構想を練る際

に思い悩むことが多

い。 

基礎的な技能を学び、

上手く活用しようと

努力している。 

よさや美しさに気付

くことはできるが、心

情を想像したり感じ

たりする、力を身につ

けることが課題。 

美術科 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞 

達成感や楽しさを味 

わえるように、作品へ

働きかけたことによ

る変化や、良さに気づ

かせる。 

発想を膨らませる手

立てや、アイデアのも

とになるような資料

の提示をする。 

修得した基礎的な技

能を継続して正しく

使えるよう、定期的な

確認や声かけをし、最

後まで丁寧に取り組

ませる。 

身近なものに結びつ

けたり、画像を提示し

たりして、興味を持た

せることで定着を図

る。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞 

達成感や楽しさを味

わえるように、作品へ

働きかけたことによ

る変化や、良さに気づ

かせる。 

発想を膨らませる手

立てや、アイデアのも

とになるような資料

の提示をする。 

修得した基礎的な技

能を継続して正しく

使えるよう、定期的な

確認や声かけをする。 

身近なものに結びつ

けたり、画像を提示し

たりして、興味を持た

せることで定着を図

る。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞 

達成できる目標を示

して、より意欲を高め

させる。 

参考作品などからヒ

ントを与え、様々な手

がかりをもたせる。 

正しい使い方によっ

て生じる成果を示し、

丁寧な作業を促す。 

ワークシートの活用

やグループ対話など

を入れて、意見を深め

られるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１） 成果 

 ・課題解決に向けた、自分に必要な練習方法を考える力を身に付けさせることを課題に取り組ん

できた。コロナの影響で種目が制限され個人種目を行うことが多かった。自らの目標設定をさせ、

自分に必要な練習方法を考えながら、技術向上を目指すことができた。 

 ・グループ活動を行う機会が取れず自分の考え伝えることや他人の考えを聞く場面はなかったが

全体を通して、仲間にカードに記入して伝えることができた。 

 

（２） 課題 

 ・個々の体力を向上させるために、運動量を増やす必要がある。 

 ・新型コロナウイルス感染防止に努め、３密に気をつけながらグループ学習を増やしていく。自 

己や仲間の良さや課題を見つける時間を増やしていくことが課題である。 

 

２ 授業の状況、定期考査の結果等からの学力分析 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

指示を待つのではな

く、自分たちで集合や

準備、片付けなど素早

く行い、意欲的に学習

に取り組む生徒がほ

とんどである。健康・

安全に留意し、仲間と

協力しながら授業に

参加できた。 

自己の技能を把握し、

課題解決に向けて、練

習方法を考えて取り

組む力や、仲間の良さ

を認め、自分の考えを

相手に伝える力を身

に付ける必要がある。 

真面目に取り組み、自

己の技能・記録を伸ば

そうと努力した。個人

の運動能力に大きな

差がみられる。都全体

の１年生と比較する

と記録は低いが全員

が努力している。 

生涯にわたり健康な

生活を送るため、運動

を行ううえで必要な

知識や効果を学習し、

定着してきている。保

健の学習にも積極的

に取り組んでいる。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

集合に時間がかかり、

指示が一度では通ら

ない。リーダーを育て

意欲的に授業に取り

組む生徒を中心に活

動させる。それぞれが

自覚を持った行動を

とれるようにする。 

目標を明確に設定す

ると、活動することが

できる。自分たちで課

題解決に向けて練習

方法を工夫すること

が課題である。安全を

留意した行動がとれ

ない生徒もいるので

徹底していく。 

自己の技能を認識し、

根気強く継続して取

り組むことで技能向

上に努めている。仲間

同士で教え合い、向上

心を持って取り組む

ことに取り組ませて

いくことが必要であ

る。 

生涯にわたり健康な

生活を送るために必

要な知識を学習して

いる。自らの生活に直

接的に関わる内容だ

と進んで学ぶことが

できる。満足のいくと

ころまでは達してい

ない。 

 

保健体育科 



（３）第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

準備運動や補強運動

に意識をもって取り

組むことができ、意欲

的に学習に取り組む

生徒が多く見られる。

自他の健康・安全に留

意し、運動の楽しさや

喜びを味わうことが

できる。一部、すぐに

ふざけてしまう生徒

もいる。 

自己の技能を認識し、

課題解に向けて練習

方法を工夫すること

ができる。また、適切

かつ安全な行動をと

ることができるよう

になってきた。生徒が

規範意識をもった行

動が実践できている。 

基本技能を習得し、課

題解決に向けて、自分

に必要な練習方法を

工夫して取り組むこ

とができる。仲間の良

さを認め、コミュニケ

ーションを図り、教え

合うことができる。 

生涯にわたり健康な

生活を送るため、また

運動に親しむために

必要な知識を学習し、

定着してきている生

徒が多く見られる。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

自己の技能や体力を

把握させ、自ら課題を

見つけ、自主的、主体

的に学習に取り組ま

せる。互いの健康・安

全に注意して行動で

きるようにする。 

単元や種目に応じて、

自己の課題を認識し、

課題解決に向けて、練

習方法を考えること

ができるようにする。

仲間と協力して取り

組める場を多く設定

し、指導にあたる。 

つまずきのある生徒

に対し個別に対応す

るなど、生徒一人ひと

りが自分にあった目

標を設定し練習に取

り組ませる。DVD な

どを活用し、自らの動

きの参考とさせる。 

自己の健康について

意識を高め、体育の授

業、普段の運動などと

関連させて、運動の効

果を理解させる。健康

や運動、スポーツに関

する情報やニュース

に関心を持たせる。心

身の機能の発達をし

っかりと理解させる。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

自己の技能・体力を理

解させ、自己の課題を

見つけ、自主的・主体

的に学習に取り組ま

せる。互いに助け合

い、教え合うことを継

続して行えるように

する。時間やルールを

守る意識を高めさせ

る。 

自己の目標に応じた

練習方法を考え、実行

することができるよ

うにさせる。規範意識

を高め、授業や学校生

活において実践でき

るようにさせる。集団

としての動きを身に

付けさせる。 

習得した基本技能を

応用し、より高い目標

を設定させ取り組ま

せる。仲間同士で教え

合い、お互いの良さを

認め合い学び合うこ

とができるようにさ

せる。 

種目に応じた準備運

動や、必要な体力を理

解させ、自己の健康に

ついての意識を高め

る。また健康に関する

情報やニュースに関

心を持たせる。 



（３）第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

自己の技能・体力を理

解させ、自己の課題を

見つけ、自主的・主体

的に学習に取り組ま

せる。互いに助け合

い、教え合うことを継

続して行えるように

する。互いの良い部分

を認め合う時間を作

る。 

種目に応じて、自己の

課題を認識し、課題解

決に向けた練習方法

を設定し、実行する力

を身に付けさせる。安

全に留意して行動で

きるようにさせる。 

習得した基本技能を

応用し、実践を通して

ステップアップを目

指す。仲間同士で教え

合う場面を多く設定

し、互いの技能を高め

合ったり、より高度な

戦術を立てさせたり

する。 

種目に応じた準備運

動や、必要な体力を理

解させ、自己の健康に

ついての意識を高め

る。また健康に関する

情報やニュースに関

心を持たせる。けがの

予防により一層努め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１）成果 

・技術・家庭科へ強い関心をもち意欲的に活動することができている。 

  ・生活に必要な基礎的・基本的な知識や技能はおおむね身に付けている。 

（２）課題 

  ・身近な技術や生活について、自らの意見をまとめ、表現することにやや課題が見られる。 

  ・意欲的に活動し、生活に必要な基礎的・基本的な技能はおおむね身につけているが、適切な

道具の使い方や周囲への配慮など、安全面でやや配慮にかけることがある。 

 

２ 授業の状況、定期考査の結果等からの学力分析 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 工夫し創造する能力 技能 知識・理解 

教科に対する関心は

高いが、授業への取り

組み方や姿勢で課題

が見られる。 

学んだことを生かし

て自分の考えを表現

することが苦手であ

る。 

適切な道具の使い方

や周囲への配慮など

安全面で配慮に欠け

ることがある。道具や

材料の特性を理解し

ないで作業をすると

こに課題が残る。 

基礎的・基本的な知識

の定着が十分ではな

い。 

  

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 工夫し創造する能力 技能 知識・理解 

教科に対する関心は

高いが、授業への取り

組み方や姿勢でやや

課題が見られる。 

自分の意見を表現す

ることはできるが、学

んだことを生かした

表現が苦手である。 

適切な道具の使い方

や周囲への配慮など

安全面で配慮に欠け

ることがある。 

基礎的・基本的な知識

の定着が十分ではな

い。 

 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 工夫し創造する能力 技能 知識・理解 

授業に取り組む姿勢

や、教科に対する関心

は十分に満足できる。 

学んだ知識をもとに

自らの考えを表現す

ることができている。 

道具や材料の特性を

理解しながら作業が

できているが、安全な

作業という点では課

題が残る。 

基礎的・基本的な知識

の定着は十分に満足

できる。 

技術・家庭科 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 工夫し創造する能力 技能 知識・理解 

授業規律の徹底を図

り、より学びを深めら

れる環境作りに努め

る。その中で生徒の自

主的な活動を促す指

導を行う。 

活発に表現する姿勢

はさらに伸ばす指導

を行う。自らの意見を

まとめ、記述や発表な

どで表現する機会を

多く取り入れる。 

適切な難易度の課題

を導入し、より高い技

術の習得を目指す。 

機器や機材を効果的

に活用する。とくに基

礎的・基本的な内容を

重視し、丁寧に重点事

項を説明する。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 工夫し創造する能力 技能 知識・理解 

授業規律の徹底を図

り、より学びを深めら

れる環境作りに努め

る。その中で生徒の自

主的な活動を促す指

導を行う。 

活発に表現する姿勢

はさらに伸ばす指導

を行う。学んだことを

活用する機会を積極

的に作り、制約条件が

ある表現活動を多く

取り入れる。 

安全への意識を重点

的に指導し、道具の特

性を理解しつつ安全

に使用する力を養う。 

機器や教材を効果的

に活用する。とくに基

礎的・基本的な内容を

重視し、丁寧に重点項

目を説明する。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 工夫し創造する能力 技能 知識・理解 

生徒が自ら進んで学

びを深められるよう

な授業を展開する。 

近年の社会問題を問

題提起し、技術と経

済・環境との関係から

自らの意見をまとめ、

記述や発表などで表

現する機会を取り入

れる。 

道具や材料の特性の

理解することが技能

の向上に直結するこ

とを体験的に学ぶこ

とができる課題を導

入する。 

機器や教材を効果的

に活用する。とくに基

礎的・基本的な内容を

重視し、丁寧に重点項

目を説明する。 

 

 


